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2021年10月19日
メタネーション推進官民協議会

CCR研究会 “船舶カーボンリサイクルWG”

カーボンリサイクルメタン 船舶ゼロエミッション燃料になりうる

WG幹事

㈱商船三井 大薮

①

資料３
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外航海運のGHG対策

②

【京都議定書 第２条２】

附属書Ⅰの締約国は、国際民間航空機関(ICAO)及び国際海事機関(IMO)を通じ

て作業を行い、それぞれ、航空機燃料及びバンカー油から排出される温室効果ガスの

抑制又は削減を検討しなければならない。

⇒外航海運のGHG対策は、IMO(国際海事機関)で検討。
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UNFCCC  と IMO

1997年 COP3 京都議定書

2018年 GHG 初期削減戦略
2015年 COP21  パリ協定

③

キーワード： 省エネ

キーワード：ゼロエミッション

2018年 IPCC 1.5℃特別報告書

2023年 GHG 削減戦略見直し

https://docs.imo.org/Default.aspx
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1 舶用ゼロエミッション燃料・推進装置 候補

水素
アンモニア
メタネーション(合成メタン)

バイオ燃料
一長一短

燃料電池
太陽電池
バッテリー
風力

④
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船舶からのCO2排出

⑤

陸上工場と異なり 船舶ではCO2排出源分散
(商船三井 運航隻数約800隻)

⇒船舶ハード面の改造を伴わない燃料対応が望ましい。

⇒メタネーション(合成メタン)であれば LNG船&LNGインフラに

ドロップ・イン可能
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メタネーションとは

⑥
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2019年8月5日プレスリリース WG 発足

⑦
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1 2020年7月16日 プレスリリース ９社で始動

「CCR研究会 船舶カーボンリサイクルWG」 が9社で始動～メタネーショ
ン技術による船舶のゼロ・エミッション燃料を目指す業界横断の取り組み～

⑧
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船舶カーボンリサイクルWGの目的

⑨

【メタネーション燃料の主な課題】

①ゼロエミッション燃料と見做されるか

②大型CO2輸送船技術 再エネ水素供給

③メタンスリップ

④供給インフラ

⑤経済性

⑥ロードマップ

舶用ゼロエミッション燃料の実現可能性を探る
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1(ゼロエミッション燃料と判定する基準？

UNFCCC 

パリ協定

排出量算定 IPCCガイドライン

環境省

IMO 

IMO GHG初期削減戦略

排出量算定 ルール未整備
(コロナ禍で審議遅れ）

国土交通省

⑩
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1(IMOの基本的な考え方は Tank to Propeller

⇒ ライフサイクル評価導入検討

Well to Tank ＋ Tank to Propeller ＝ Well to Propeller 

(燃料製造工程） (船上燃料燃焼） (Life Cycle Assessment)

⑪

● IMO規則はTank to Propellerの考えに基づいてきたが、環境規制の本格的な
議論が始まって以降、環境NGOなどがWell to Tankに配慮したライフサイクル
評価を行うべきとの意見が増加。

（例）バッテリー船、水素船（再生可能エネルギー由来電力 vs 化石燃料由来電力）
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1(2020年11月 MEPC75 IMO基本的考え方 確認

⑫

Well to Tank ＋ Tank to Propeller ＝ Well to Propeller 

(燃料製造時） (船上燃料使用時） (Life Cycle Assessment)

cognizant priority

MEPC75/7/2（ISWG GHG6報告書）
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1 WGでのライフサイクル評価 算出前提

CO2分離・回収 輸送 メタネーション 液化

Well toTank Tank to Propeller=ゼロ

(CO2(g)/MJ)

⑬
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1 WGライフサイクル評価 主な計算条件

⑭

CO2分離・回収量
CO2輸送量

150,000 t/年

海上輸送距離 約5,000海里 (1海里=1,852M) 

CO2海上輸送 11,000 t 液化CO2輸送船
EEDI Phase3適用
CO2 : -46℃ 0.7MPaG   

(15航海/年 前提)

陸上電力CO2排出係数 電気事業連合会公表値
2030年度排出係数目標値
0.37 kg-CO2/kWh



約80,000
MT

27 g-CO2/MJ

DNV-GL Assessment of selected alternative fuels and technologies

⑮



約80,000
MT

27 g-CO2/MJ

DNV-GL Assessment of selected alternative fuels and technologies

⑯

HFO 85 g-CO2/MJ

化石燃料由来水素

90 g-CO2/MJ
バイオガス 20 g-CO2/MJ
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1 日本マリンエンジニアリング学会誌へ投稿

2021/7/1発行の 日本マリンエンジニアリング学会誌
56巻４号に掲載

⑰終
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CCR研究会

参①

CCR研究会

2016年11月(国研)産業技術総合研究所、日立造船㈱、日揮㈱、

国際石油開発帝石㈱、㈱エックス都市研究所が産業界から排出

される二酸化炭素と水素を組み合わせた代替エネルギを提供する

ことにより、化石燃料の使用量削減に実効的なカーボンニュートラル

を目的としたCCR(Carbon Capture &Reuse)研究会設立
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1 2018年4月 IMO GHG 初期戦略削減目標

③ 今世紀中できるだけ早期にGHG排出フェーズアウト
⇒ ゼロエミッション

① 2030年までに2008年比40%効率改善 （CO2)

② 2050年までに2008年比50%総量削減 （GHG)

to reduce CO2 emissions per transport work by at least 40% by 2030 
compared to 2008

to reduce the total annual GHG emissions by at least 50% by 2050 
compared to 2008

toward phasing them (GHG emissions) out  as soon as possible in this 
century

参②


